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Ⅱ 目的 

 

函館工業高等専門学校の使命・校訓 

函館工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、教育基本法の精神にのつとり、及び学校教育法に基づき、

深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

[函館工業高等専門学校の校訓] 

・汝が夢を持て  ・大志を抱け  ・力強かれ 

 

函館工業高等専門学校の教育目的 

技術者に必要な実践的かつ専門的な知識および技術を有する創造的な人材を育成するとともに、実践的研究の

水準向上に努め、道南地域唯一の総合的な技術系高等教育機関として均衡ある発展を図る。 

 

函館工業高等専門学校の教育目標 

本校は優れた技術者を育成する一方、技術相談や共同研究を通じて、地域社会や地域企業の発展に貢献したい

と考え、実践的な技術者教育と地域に根ざした学校という特徴を生かして、大学とは異なる高等教育機関を目指

している。本校は、地域、日本、世界のあらゆる分野で活躍するためには、以下の能力を備えた技術者が必要と

考え、その育成を教育目標としている。 

（A） 創造力と実行力を持った技術者 

（B） 専門技術に関する基礎知識を持った技術者  

（C） 情報技術を活用できる技術者  

（D） 社会の歴史や文化、技術者倫理を理解して行動できる技術者  

（E） 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者  

（F） 問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

 

準学士課程卒業時に身に付ける学力や資質・能力 

 上記の本校の教育目的および教育目標のもと、準学士課程の機械工学科、電気電子工学科、情報工学科、物質

工学科および環境都市工学科において、各学科の教育目的および教育目標を設定し、卒業時に身に付ける学力や

資質・能力を定めている。５学科の教育目的を以下に示す。 

[機械工学科の教育目的] 

 機械工学に関する専門的知識と幅広い他分野の先端技術とを融合させ、社会に役立つ新たな機械技術および機

械システムを創造できる発想力豊かな技術者を育成することを目的とする。 

[電気電子工学科の教育目的] 

自然科学と電気電子技術に対する十分な基礎知識を持ち、エレクトロニクスを中心とした電気関連技術を支え

る応用力のある創造性の豊かな技術者を育成することを目的とする。 

[情報工学科の教育目的] 

情報社会を支える情報工学の専門知識を身に付け、システムの設計・開発・応用等の幅広い領域で活躍できる

実践的技術者を育成することを目的とする。 

[物質工学科の教育目的] 

化学と材料物性、資源と環境保全や生物工学に関する基礎的知識と先端技術を融合して、地球環境や自然に配

慮した人類に役立つ物質を創造できる技術者を育成することを目的とする。 
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[環境都市工学科の教育目的] 

構造物と自然との調和、自然と人間及び社会の安全に対する先見的な広い視野を持ち、文明社会において環境

都市工学の果たす役割を理解して、応用発展を志向する創造性豊かな技術者を育成することを目的とする。 

 

 平成 25 年度からは機械工学科、電気電子工学科、情報工学科を融合した生産システム工学科、物質環境工学

科および社会基盤工学科の３学科編成となった。３学科の教育目的を以下に示す。 

[生産システム工学科の教育目的] 

生産システム工学科は、機械・電気電子・情報の知識を組み合わせて、人と環境のために役立つものづくりを

実践できる技術者を育成することを目的とする。 

[物質環境工学科の教育目的] 

物質環境工学科は、バイオテクノロジーや化学の知識を活用して環境問題に取組んだり、環境との調和を考え

ながら、人類に役立つ物質を創造できる技術者を育成することを目的とする。 

[社会基盤工学科の教育目的] 

社会基盤工学科は、情報技術を駆使したデザイン技術や設計技術、建設技術、維持管理技術、環境保全技術を

身に付け、自然と共生した安全で快適な社会環境を創造できる技術者を育成することを目的とする。 

 

専攻科課程修了時に身に付ける学力や資質・能力 

 専攻科課程においては、本校の教育目的および教育目標に対応させて、専攻科の目的および学習・教育目標を

設定し、修了時に身に付ける学力や資質・能力を定めている。専攻科の目的を以下に示す。 

 [専攻科の目的] 

専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度において工業に関する高度な専門的知識及び

技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を養成することを目的とする。 




